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彙
　
報二

〇
一
三
年
度
　
博
士
論
文
題
目

課
程
博
士

前
田　

尚
美　
　

明
代
皇
后
・
皇
太
后
の
政
治
的
位
相

二
〇
一
三
年
度
　
修
士
論
文
題
目

小
南　

沙
月　
　

平
安
前
期
に
お
け
る
入
唐
僧
の
仏
典
将
来

―
慈
覚
大
師
円
仁
の
目
録
を
中
心
に
―

竹
内　

公
美　
　

鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
律
僧
の
躍
動

―
興
正
菩
薩
叡
尊
と
西
大
寺
流
を
中
心
に
―

仲
村　

桐
子　
　

「
イ
ギ
リ
ス
人
」
の
形
成
と
帝
国
意
識

林
原
由
美
子　
　

皇
位
継
承
儀
礼
の
変
遷
に
み
る
出
雲
の
「
特
殊
性
」

福
羽　

麻
実　
　

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
ハ
デ
ス
信
仰

―
プ
ル
ー
ト
ン
の
登
場
と
そ
の
影
響
―

星
野　

宏
実　
　

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
王
権
概
念

丸
橋　

理
沙　
　

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
地
方
社
会
と
教
育

―
リ
ヨ
ン
地
方
の
修
道
会
系
学
校
を
中
心
に
―

村
松　

知
香　
　

王
政
復
古
期
ロ
ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

二
〇
一
三
年
度
　
大
学
院
行
事

研
究
発
表
会
・
そ
の
他

四
月
二
十
四
日　

卒
業
論
文
発
表
会

『
時
慶
記
』
か
ら
み
る
娘
と
父
親
の
関
係
性�

M
1　

塩
澤　

美
穂

中
近
世
移
行
期
の
「
公
儀
」
に
つ
い
て

　
―
大
友
氏
・
毛
利
氏
の
事
例
を
中
心
に
―�

M
1　

柴
田　

祐
希

救
世
観
音
信
仰
と
そ
の
意
義�

M
1　

松
本　

恵
美

中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
と
都
市

　
―
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
中
心
に
―

�

M
1　

三
谷
真
里
奈

四
月
二
十
四
日　

大
学
院
歓
迎
会
（
三
条
苑
に
て
）

七
月
十
一
・
十
二
日　

春
期
例
会

東
晋
末
期
の
権
力
構
造

　
―
東
府
と
西
省
を
中
心
に
―�

D
1　

織
田
め
ぐ
み

七
世
紀
～
八
世
紀
の
唐
の
外
交
に
つ
い
て

�

本
学
非
常
勤
講
師　

菅
沼　

愛
語

十
月
十
八
日　

秋
期
例
会

明
末
の
風
俗
と
奢
侈
肯
定
論�

研
修
者　

水
上　

知
美
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十
一
月
六
・
七
・
十
一
日　

修
士
論
文
中
間
発
表
会

平
安
期
に
お
け
る
入
唐
僧
の
仏
典
将
来

　
―
慈
覚
大
師
円
仁
の
目
録
を
中
心
に
―�

M
2　

小
南　

沙
月

鎌
倉
期
の
仏
教

　
―
禅
律
仏
教
論
と
興
正
菩
薩
叡
尊
を
中
心
に
―

�

M
2　

竹
内　

公
美

出
雲
の
「
特
殊
性
」
成
立
考

　
―
皇
位
継
承
儀
礼
と
天
武
嫡
系
皇
統
―�

M
2　

林
原
由
美
子

二
つ
の
大
英
帝
国

　
―
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と

　
　

大
衆
の
帝
国
認
識
の
差
異
―�

M
2　

仲
村　

桐
子

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
社
会
と
教
育

　
―
リ
ヨ
ン
地
方
の
修
道
会
学
校
を
中
心
に
―

�

M
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丸
橋　

理
沙

王
政
復
古
期
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス�

M
2　

村
松　

知
香

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
ハ
デ
ス
信
仰

　
―
ブ
ル
ー
ト
ン
の
登
場
と
影
響
―�

M
2　

福
羽　

麻
実

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
王
権
認
識

�

M
2　

星
野　

宏
実

　『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
―
史
学
編
』
掲
載

論
文
・
資
料
等
の
京
都
女
子
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登

録
と
公
開
申
請
に
つ
い
て

　

京
都
女
子
大
学
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
、
学
内
の
学
術
研

究
成
果
物
を
電
子
的
に
収
集
・
保
存
し
て
学
内
外
に
無
償
で
公
開

し
、
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
京
都
女
子
大

学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
京
女
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
―
史
学
編
』
に
お
き
ま
し
て
も
、
執
筆
者
全
員
に
対
し
、

あ
ら
か
じ
め
同
紀
要
掲
載
論
文
・
資
料
等
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登

録
と
公
開
へ
の
申
請
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

登
録
と
公
開
申
請
の
手
続
き
は
、
公
開
に
必
要
な
複
製
権
と
公
衆

送
信
権
の
許
諾
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
著
作
権
の
譲
渡
を
お
願

い
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
本
紀
要
に
投
稿
さ
れ
る
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



　
　　
　
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
三
月
一
五
日
発
行

編
　
　　
集
　
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　　
史
学
専
攻
（
博
士
後
期
課
程
）

発
　
　　
行
　
京
都
女
子
大
学

　
　
　
　　
　
〒
六
〇
五
│
八
五
〇
一

　
　
　
　
　　
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　　
電
話
　
〇
七
五
│
五
三
一
│
七
〇
五
一
（
代
表
）

印
刷
・
製
本
　
株
式
会
社
　図
書
印
刷　　
同

朋

舎

〒
六
〇
〇
│
八
八
〇
五

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

電
話
　
〇
七
五
│
三
六
一
│
九
一
二
一

京
都
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
研
究
紀
要

史
学
編
　第
十
三
号

編
集
後
記

　
『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
―
史
学
編
』
第
13
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

本
号
に
は
、
日
本
史
関
連
四
本
、
東
洋
史
関
連
一
本
の
論
考
・
史
料
の
訳

注
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
投
稿
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
度
の
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
の
在
籍
者
数
は
、
博
士

前
期
課
程
十
三
名
、
博
士
後
期
課
程
五
名
の
計
十
八
名
で
、
そ
の
内
訳
は
日

本
史
十
名
、
東
洋
史
一
名
、
西
洋
史
七
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
特

別
研
修
者
二
名
、
研
修
者
三
名
の
在
籍
が
あ
り
ま
し
た
。
学
位
の
取
得
者
は
、

課
程
博
士
と
し
て
研
究
領
域
東
洋
史
学
で
一
名
、
修
士
は
八
名
で
し
た
。

　

本
学
で
も
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
よ
る
研
究
成
果
の
配
信
が
始
ま
り
、
本
紀

要
も
世
界
各
地
か
ら
検
索
・
閲
覧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
力
作
の
投

稿
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
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